
 

主 催：  国立高専機構鶴岡高専地域連携センター 

鶴岡高専技術振興会 

後 援：  山形県･鶴岡市･酒田市･公益財団法人庄内地域産業振興センター 

■受講料   無 料 

■問合せ  国立高専機構鶴岡工業高等専門学校企画･連携係 
鶴岡市井岡字沢田 104 

  TEL：0235-25-9453  FAX：0235-24-1840 
https：//www.tsuruoka-nct.ac.jp 

■申 込  チラシ裏面の申込書に必要事項をご記入の上 
FAX で１1 月１５日(金)までお申込み下さい。 

【会場のご案内】 
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太平興業 

ENEOS 

酒田市・鶴岡市は日本海沿岸の他都市と比べても、全国の地方都市と比べても、優位性の高

い地域であると思います。特に鶴岡市においては、慶應義塾大学先端生命科学研究所があり、

そこから派生した企業群も育っています。酒田市については江戸時代から栄えた港で、知名度

も高いわけです。 

ただ、蔵王温泉が山形市内に存在することが、全国的には知られていないように、残念なが

ら、鶴岡市と酒田市を「日本地図の中に指し示して」と問われた場合、日本人の何％が答えら

れることでしょうか？ これはこちらに限ったことではありません。栃木県知事は来日客に栃

木県への来訪経験を尋ねると「ＮＯ」が大半。ところが、日光は？となると過半が「ＹＥＳ！」

と返ってくると嘆いています。 

鶴岡においても「水田ホテル」や「Spiber」は有名になっても同一性を見出してもらえるの

でしょうか？ どうすれば高いポテンシャルが伝えられるかを考えたいと思います。 
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事業承継と地域間連携 
－各地域の共通課題である事業承継と技術の承継を考える－ 


